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9. 研究実績の概要

本年度は、研究の最終年度（３年度目)にあたり、各班おのおのの研究成果をまとめると同時に、２年度目に研究協力体制ができたオ
ランダの研究者との合同シンポジウムを日本で開催することができた。
具体的には、①自転車利用者働態研究グループからは、高齢者世代と若者（大学生）世代とでは自転車乗車時の視線の動きが異なるこ
とが明らかとなり、双方ともにそれぞれの年齢層に対応した事故要因と関連していることが指摘できた。②自転車事故要因分析グルー
プからは、自転車事故の要因として、ⅰ)「歩行者への配慮があるかないか」ⅱ)「危険運転の意識があるかないか」ⅲ)「交通ルール
遵守の意識が高いか低いか」ⅳ)「（止まってくれるだろうなどの）他者への過信が強いか弱いか」という少なくとも４つの要因があ
ることが指摘された。③自転車、道路等デザイングループからは、安全な自転車のデザインの要件および自転車標識の設置位置とデザ
インに関しての提案と評価が行われた。④住民参加型事業提案グループからは、高齢者の交通安全意識と危険地帯への評価について、
および生活道路の安全に関する認識などについての研究成果がまとめられた。
また、快適かつ安全な自転車専用道のデザイナーをオランダ王国から招聘し、日本とオランダ王国の自転車に対する意識の違いを前提
としつつも、共通の安全教育・安全な自転車操作に関する情報交換を行うことができた。
これらをもとに、本来の研究目的である歩行者・自転車・車の三者が満足する循環型社会に相応しい自転車利用促進を図るための基盤
構築として、車道における自転車の優先性を状況に応じて設定することが重要であると指摘された。こうした指摘は、今後自転車が交
通インフラとしてさらに利用されていくためには最も重要な要素の一つであると考えられる。
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